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研究成果の概要：長くて複雑な構造を持つ特許文に対して、その並列性や連体修飾の係り受け

に注目し、ある程度の構造を解明することができた。その際に、動的シソーラスに当たる格フ

レームを用いて、その性質が解明された。また、英語の特許文と対照することで、訳し分けの

問題にも寄与した。さらに、構文解析器（パーサ）を自動適用することで、特許文に対応した

パーサの作成にもある程度成功した。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,100,000 510,000 3,610,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：①自然言語処理 ②シソーラス ③特許文 ④人工知能 ⑤計算機システム 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 特許文の要約中の「課題」、「解決手段」、
「請求範囲」といった部分は、長い一文で書
かれることが多く、機械翻訳や要約、キーワ
ード抽出などの自然言語処理における構文、
意味解析の支障となることが指摘されてき
た。長い特許文の並列構造や係り受け構造を
どのように解析するかは、開始当初は全く不
明の状態であった。 
 
(2) 意味解析には、シソーラスなどの階層辞
書が有用であることはすでに分かっていた
が、そのようなシソーラスが特許文に対して
はどのように有効に働くのかは分かってい
なかった。そこで、シソーラスを作成して、

その有効性を確かめる必要性があった。 
 
２．研究の目的 
(1) 複雑な特許文を解析するために、並列構
造がどのようになっているかを解明する。ま
た、連体修飾節や、係り受けの構造を解明し、
それらを扱うシステムを構築する。 
 
(2) 意味解析のためのシソーラスを作成して、
それを特許文に適用し、上記の構造の解明に
寄与するかどうかを確かめた上で、それをシ
ステムに組み込んで有効性を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 特許文の並列構造の解明のために、まず



既存の形態素解析システムである茶筌の出
力を手作業で分類した。それに基づいて、誤
りを自動修正するシステムを作成し、その過
程で、並列構造を解明する手がかりを得る。 
 また、法律文の並列構造と特許文の並列構
造を比較して、その違いを解明する。 
 さらに、連体修飾節の範囲を自動的に定め
られるかどうかを検討し、その結果をシステ
ムに組み込む。 
 
(2) 既存のシソーラスを用いてどの程度並列
構造や係り受け構造が解析できるかを確か
める。その後、格フレームといった、動的シ
ソーラスに類似する構造を導入して、英訳結
果と比較し、どの程度格フレームが英訳の訳
し分けに役立っているかを解明する。 
 
４．研究成果 
(1) ①特許文特有のパターンである「本発明
は～である」という定型文と、「A と B との
C が」という形で表される並列構造文を見つ
けて、係り受けの誤りを自動修正するシステ
ムを構築し、この種の誤りが自動修正できる
ことを確認した。 
 
②特許文を自動的に分割するために、連体修
飾節の範囲を定めることを自動的に行った。 
シソーラスを用いることによってある程度
の成果が得られた。 
 
③法令文における並列接続詞の上下関係、す
なわち、「または」と「もしくは」では、「ま
たは」の方が優先するという関係が特許文に
も成り立つかどうかを調査し、特許文ではほ
とんどの場合に同等の並列接続詞として扱
われていることを確かめた上で、それに基づ
いて、別の形態素解析システムである Juman
に基づいた誤り修正システムを構築した。そ
の結果、約 56%について修正することができ
た。 
 
④構文解析器（パーサ）の中に、学習機能を
持ったものがある。これを用いて、特許文を
学習させ、特許文に適合したパーサを構築す
ることができるかどうかを実験した。その結
果、ある程度のパーサ適応を実現できること
が解明された。 
 
(2) ①シソーラスに類似した辞書を用いる結
合価（用言がどのように他の要素と結合する
かを解明した辞書）を用いて、特許文の連体
修飾構造を分析した。その結果、結合価を使
用すると、連体修飾節の範囲をある程度定め
ることができることが分かった。 
 
②動的シソーラスの一種である格フレーム
辞書を用いて、特許文の英訳の際に、格フレ

ームの区別が訳し分けに反映されているか
どうかを調査した。その結果、サ変動詞の一
部に、格フレームの区別が英訳に反映されて
いるものがあることが判明した。これについ
ては、なお、細かな分析が必要である。 
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